
 

「防災教育テキスト」を活用した防災教育 

学 校 名 萩市立田万川中学校 実施時間 学級活動の時間（２時間扱い） 

１ ねらい 

○ どこにいても、地震から身を守る場所を瞬時に見つけ、自分の身を守ることができるようにする。 

○ 避難の方法について事前に話し合わせることにより、災害発生時に指示した避難場所に落ち着い

て避難できるようにする。 

○ 危険予測学習（ＫＹＴ）を通して、生徒自らが災害に対する危機意識や安全意識を高める。 
 
２ 想定 ： 萩市沖５０ｋｍ Ｍ７ 地震発生、震度５ 火災発生なし 
 
３ 展開 

学習内容・活動 教師の働きかけ 指導上の留意点 
 
１ 初期対応（休憩時間） 
・各自の場所で、身の安全を守
る行動をとる。 

 （情報収集及び避難場所決定、
初期対応） 

 
 
 
 
 
 
 
 
２ 二次対応（クラスごと） 
・各班で安全な避難経路につい
て考える。 

・避難経路での安全について、
避難経路を実際に確かめる。 

 
 
 
 
 
 
 
３ 避難行動 
・負傷者を搬送しつつ、避難場
所に避難する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
４ 人員確認 
・班の人数、負傷者の状況を担
任へ報告する 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
・放送で緊急地震速報を流す。 
 （１０秒後に地震発生） 
「地震避難訓練です。」 
「緊急連絡。ただ今、緊急地震速報
を受信しました。数秒後に大きな
揺れがきます。直ちに身の安全を
守りなさい。」 

「今強く揺れています。」 
「揺れが収まりました。」 
（終了指示） 
 
 
 
・各班で避難経路について考えさ 
せる。（ワークシート配付） 

・各班にホワイトボードを配付し、
考えさせる。（１０分間） 

 
 
 
 
 
 
 
 
・放送で二次避難を指示する。 
「強い揺れが収まりました。周囲の
状況に注意しながら、直ちに運動
場に避難しなさい。」 

・班ごとに避難させる。 
 
 
 
 
 
 
・負傷者の状況、人員の確認を行 
う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・生徒がどのように行動したか確認する。  
（指示はしない） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・各班で負傷者役を１名選出し、負傷者の
搬送を含めた避難経路について考えさせ
る。 

・避難時に注意すること等についても記入
させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・階段等、危険な場所には教員が立ち、確
認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・二次避難の状況について講評する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
５ 校長の指導講話 
・指導講評、講話を聴きながら、 
本日の避難行動について考え
ると同時に、災害発生時に自
ら安全に行動できるよう、危
機意識や安全意識を高める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ スクールガードリーダー講
評 

・本日の避難訓練全般について
講評を聴く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
７ 振り返り 
・本日の避難訓練を振り返る。 
 

 
・「危険予測学習(ＫＹＴ)資料集」
や「防災教育テキスト〈家族で確
認日頃からの備え〉」を活用した
学習を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 

【地震発生のメカニズム】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ＫＹＴ学習】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【地震発生時の対処方法】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【家族で確認 日頃からの備え】 
 
・防災について日頃からできる備
えについて学習させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・振り返りシートに記入させる。 
 

 
・山口でも地震は起こり得ること、過去の
災害から学ぶこと等を押さえておく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・災害安全ＫＹＴ資料①「商店街での地震
発生」に潜む危険を予測し、指摘しあう
ことで、現実に起こりそうな危険に気付
かせる。 

 
 
 
 
 
 
・本日の避難訓練を振り返りつつ、実際に
地震が発生した場合の対処方法を伝え
る。 

 
 
 
 
 
 
 
・｢防災教育テキスト｣を再確認し、災害発
生に備え、家庭内で話し合っておくこと
について確認する。 
（後日提出） 
 
 
 
 
 
 
・学校安全全般について講話してもらう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・振り返りシート内評価集計を行い、成果
と課題を確認する。 

 

 


